
　 令 和 ８ 年 度 の 一 般 会 計 予 算 、 特 別 会 計 予 算 （ 国 民 健 康 保 険 、 後 期 高 齢 者 医 療 ） 及 び 水 道 事 業 会 計 、 下 水 道

事 業 会 計 の 予 算 を お 知 ら せ し ま す 。 こ の う ち 、 村 行 政 の 基 本 的 な 経 費 で あ る 一 般 会 計 予 算 は 、 1 2 8 億

9, 8 7 9 万 円 で 、 対 前 年 度 比 1 8 億 4, 1 5 9 万 円 の 減 （ 前 年 度 比 8 7. 5 % ） の 予 算 と な り ま し た 。

　 特 別 会 計 の 合 計 予 算 額 は 、1 7 億 3, 1 7 7 万 円 で 、 対 前 年 度 比 4, 3 1 1 万 円 減 （ 前 年 度 比 9 7. 6 ％ ） と な り ま し

た 。 ま た 、 公 営 企 業 会 計 の 合 計 予 算 は 、2 6 億 1, 5 3 8 万 円 で 、 対 前 年 度 比 1 , 0 4 8 万 円 増 （ 対 前 年 度 比

1 0 0. 4 ％ ） と な り ま し た 。

● 村 民 1 人 当 た り に 使 わ れ る 予 算

1 3 5 ,5 3 0 円

土 木 費

2 4 8 ,4 6 1 円

民 生 費

3 2 9 ,7 3 1 円

総 務 費

11 2 ,7 0 4 円

教 育 費

8 0 ,9 9 0 円

衛 生 費

3 1 ,2 4 2 円

公 債 費

2 3 ,8 6 8 円

消 防 費

4 0 ,4 1 7 円

商 工 費

1 0 ,9 8 5 円

議 会 費

1 ,3 3 4 円

そ の 他

1 3 1 ,5 0 1 円

農 林 水 産 業 費

1 人 当 た り に

使 わ れ る 予 算 は

村 民

R 8. 3 月 末 人 口

1 1, 2 4 8 人

1 ,1 4 6 ,7 6 3 円

歳 入

寄 附 金

5 %

地 方 消 費 税

交 付 金 3 %

国 庫

支 出 金

1 5 %

村 債

1 %

使 用 料 及 び

手 数 料 3 %

村 税

1 7 %

地 方

交 付 税

9 %

財 産 収 入

1 6 %

繰 入 金

2 0 %

県 支 出 金

8 %
分 担 金 及 び

負 担 金 0 %

自 主 財 源

6 1 %

依 存 財 源

3 9 %

（ 単 位 ： 千 円 ）

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

合 計

1, 5 6 3, 2 4 2

1 6 8, 5 3 1

1, 7 3 1, 7 7 3

1, 6 2 4, 3 3 9

1 5 0, 5 3 9

1, 7 7 4, 8 7 8

区 分 予 算 額 前 年 度 予 算 額

（ 単 位 ： 千 円 ）

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

合 計

1, 2 5 5, 4 9 5

1, 3 5 9, 8 8 8

2, 6 1 5, 3 8 3

1, 3 0 0, 4 0 2

1, 3 0 4, 4 9 8

2, 6 0 4, 9 0 0

区 分 予 算 額 前 年 度 予 算 額

議 会 費

1 %消 防 費

2 %

商 工 費

3 %

衛 生 費

7 %

総 務 費

2 9 %

民 生 費

2 2 %

農 林

水 産 業 費

1 1 %

土 木 費

1 2 %

教 育 費

1 0 %

公 債 費

3 %

歳 出

● 特 別 会 計 予 算 ● 企 業 会 計 予 算

令 和 8 年 度  恩 納 村 一 般 会 計 当 初 予 算  1 2 8 億 9 ,8 7 9 万 円 （ 前 年 度 比 8 7. 5 ％ ）
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令 和 8 年 度 の 主 な 事 業 を 紹 介 し ま す

子 育 て ・ 教 育 （ 子 ど も た ち が 夢 や 希 望 を も ち 、 の び の び 輝 く 村 ）

　 就 学 前 の 子 ど も の 保 育 ・ 教 育 を 保 障 し 、 子 育 て 世 代 へ 保 育 料 の 負 担 軽 減 を 図 る た め に 、 認 可 保 育 園 等

へ 運 営 費 を 給 付 し ま す 。

子 ど も の た め の 教 育 ・ 給 付 金 事 業 1 7 5 ,6 5 7 千 円

　 入 院 、 外 来 に か か る 医 療 費 助 成 を 高 校 卒 業 （ 1 8 歳 年 度 末 ） ま で 現 物 給 付 に て 実 施 し ま す 。

こ ど も 医 療 助 成 事 業 4 1 ,4 6 1 千 円

生 涯 学 習 ・ ス ポ ー ツ ・ 歴 史 ・ 文 化 （ 生 涯 に わ た る 豊 か な 学 び と 歴 史 ・ 文 化 が 薫 る 村 ）

　 サ ッ カ ー 場 を 拡 張 し 、 機 能 強 化 を 行 う こ と で ス ポ ー ツ 合 宿 の 受 入 れ 体 制 確 保 や 利 用 者 の 増 加 を 図 り ま す 。

赤 間 サ ッ カ ー 場 拡 張 工 事 6 0 ,3 6 0 千 円

保 育 ・ 医 療 ・ 福 祉 （ 誰 も が い き い き と 暮 ら せ る 健 康 福 祉 の 村 ）

　 就 労 支 援 ・ 相 談 支 援 、 補 装 具 、 在 宅 支 援 等 の 障 害 福 祉 サ ー ビ ス を 実 施 し ま す 。

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 事 業 4 0 0 ,2 7 2 千 円

　 疾 病 の 流 行 を 抑 制 し 、 重 篤 な 後 遺 症 を 抱 え る 村 民 や 流 行 疾 患 に よ る 医 療 費 が 増 加 し な い よ う 、 各 種 医

療 機 関 と 契 約 し 予 防 接 種 が 受 け ら れ る 体 制 を 整 備 し ま す 。

各 種 予 防 接 種 推 奨 事 業 7 5 ,4 9 6 千 円

産 業 ・ 経 済 （ 恩 納 ブ ラ ン ド を い か し た 活 力 と 魅 力 あ る 産 業 の 村 ）

　 観 光 誘 客 促 進 や 観 光 客 の 満 足 度 を 高 め 、 リ ピ ー タ ー を 増 や す と と も に 、 地 域 資 源 を 活 用 し た 事 業 展 開

を 実 施 し 地 域 経 済 等 の 活 性 化 を 図 り ま す 。

観 光 誘 客 お も て な し 推 進 事 業 7 1 ,5 6 8 千 円

　 観 光 客 の 受 入 体 制 の 強 化 と 、 漁 港 利 用 者 の 利 便 性 の 向 上 を 図 る た め 施 設 整 備 を 行 い ま す 。

前 兼 久 漁 港 観 光 関 連 施 設 整 備 工 事 7 0 2 ,4 2 0 千 円

環 境 （ 美 し い 自 然 と 調 和 し た 潤 い の あ る 村 ）

　 陸 域 か ら の 環 境 保 全 活 動 と し て 農 地 か ら の 赤 土 流 出 を 防 止 す る 対 策 を 実 施 し て い き 、 サ ン ゴ の 村 づ く り

を 行 っ て い き ま す 。

赤 土 流 出 対 策 事 業 2 6 ,2 7 8 千 円

都 市 基 盤 ・ 防 災 （ 誰 も が 安 全 ・ 安 心 で 快 適 に 暮 ら せ る 村 ）

　 自 然 災 害 に 備 え 村 民 及 び 観 光 事 業 所 等 の 防 災 意 識 の 向 上 ・ 危 機 管 理 体 制 の 構 築 を 図 り ま す 。

防 災 む ら づ く り 事 業

　 道 路 の 拡 幅 及 び 両 側 歩 道 の 整 備 に よ り 、 交 通 安 全 性 の 向 上 及 び 歩 行 環 境 の 改 善 を 図 り ま す 。

村 道 勢 高 線 道 路 整 備 事 業

5 4 ,4 9 6 千 円

1 8 3 ,3 4 2 千 円

　 住 居 用 地 等 の 整 備 を 行 い 、 地 域 と 村 民 の 利 便 性 と 住 環 境 の 向 上 、 定 住 化 を 図 り ま す 。

谷 茶 地 区 定 住 促 進 事 業 2 8 4 ,4 0 8 千 円

行 財 政 （ 村 民 と 築 く 持 続 可 能 な 村 ）

　 役 場 来 庁 者 へ 利 便 性 向 上 の た め の 改 修 や 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー （ 太 陽 光 発 電 ） や L E D 照 明 を 導 入 す る

こ と に よ り 、 維 持 費 の 削 減 や 災 害 に 強 い 庁 舎 づ く り を 目 指 し ま す 。

恩 納 村 庁 舎 改 修 工 事 1 ,11 7 ,2 9 8 千 円
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